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研究成果概要 
1. LST 初号機の定常観測 

2020 年度は、LST 初号機が定常観測を開始した。強風で

カメラのシャッターが破損したり、コロナで観測を止め

なくてはならないなどの災難にも見舞われたが、それら

を除けば安定的にデータが取れるようになった。ミュー

オンやかに星雲を用いた望遠鏡の構成も順調に進み、80 
GeV 以上ではかに星雲のスペクトラムも先行研究と高い

精度(10%)で一致した（図１）。かに星雲を用いて推定し

た実際の望遠鏡の感度も、シミュレーションから予想さ

れる感度と一致した。 
 また、既知の TeV 活動銀河核天体(Mrk 421, Mrk 501, 
1ES1959 等)も問題なく検出された(図２)。 

 
2. かにパルサーの検出 

パルサーの検出は、低エネルギー事象に対する感度を証

明するだけでなく、時刻づけに問題がないことも確認で

きる。また、かにパルサーなどは波形がエネルギーに依

存して変化するため、波形を測定することで望遠鏡のエ

ネルギー構成ができるという利点もある。12 時間の観測

で、かにパルサーも検出された（図 2）。それを用いたエ

ネルギー校正の方法も研究し、学会で発表した(下記[6])

Figure 1: カニ星雲からの信号の

シャワー光量分布。MC と観測デ

ータがよく一致している。 

Figure 2: LST 初号機が検出し

た、Mrk421 からのガンマ線信

号。 



統計が十分でないので、LST 初号機の検出エネルギー

閾値は 20GeV から 100 GeV の間であるということま

でしかわからなかったが、将来的にはパルス波形がエ

ネルギー較正に有効に利用できることが示された。 
 

3. MAGIC との相互較正 
MAGIC 望遠鏡との同時観測（同じ方向を行いデータか

ら、オフラインでコインシデンス事象を同定し、それら

を用いて LST 初号機の較正を行った。まず、再構成さ

れたシャワーコアポジションから、LST 初号機のトリ

ガー性能がシミュレーション通りであることが確認で

きた。また、コインシデンス事象について、LST 初号機

による推定エネルギーと MAGIC によるものを比較す

し、それらが 5%の精度で一致することがわかった（図

４）。さらに、MAGIC による解析に、LST の情報を加

えることで、バックグラウンド除去能力が向上し、感度

が上がることも確かめられた。 
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Figure 2:LST 初号機により検出さ

れたかにパルサーからの信号。12

時間の観測で 5σの有意度 

Figure 1: MAGIC と LST 初号機の

コインシデンス事象の推定エネルギ

ー比較。5%の精度で一致している。 

E07


